
令和３年 2 月 ８ 日 

教育委員会事務局 

 

ＩＣＴを活用した新たな学びに向けた取組みについて 

 

１ 主旨 

区立小中学校の児童・生徒１人１台のタブレット型情報端末の配備や、令和３年度に使

用するアプリケーション・ソフトウェアの選定など、ＩＣＴを活用した新たな学びの実現

に向けて取り組んでいるところであるが、その状況と今後の予定について報告する。 

 

２ ハードウェア関連 

（１）タブレット型情報端末の配備について 

①児童・生徒用タブレット型情報端末の配備 

   （ア）学校への第１次配備（約１万台） 

    令和２年１１月１６日～１１月３０日に各小中学校の中学３年、小学６年を対象とし 

た約１万台の配備を実施した。 

（イ）学校への第２次配備（約３万３千台） 

令和３年１月１２日～２０日に中学校２９校の中学１年、中学２年を対象とした約 

７５００台の配備を行い、引き続き、小学校６１校への配備を行っていく。 

   （ウ）既存端末の更新及び児童・生徒増への対応端末の配備（１００，２８５千円） 

既存のタブレット型情報端末を更新し、令和３年度の児童・生徒増へ対応する 

タブレット型情報端末を配備する（７，２６７台）。 

②教員用タブレット型情報端末の更新 

教員用タブレット型情報端末について、児童・生徒用端末と同機種に更新し、ICTを活 

用した新たな学びの速やかな実践を推進する。 

（ア）配備台数  １，７００台 

  （イ）端末納入事業者 

東京都港区港南一丁目２番７０号 

ＮＴＴ・ＴＣリース株式会社 

代表取締役 成瀬 明弘 

（ウ）スケジュール（予定） 

令和３年３月   各学校へ端末配備 

（２）ネットワークの整備について 

①校内通信ネットワークの整備 

   （ア）委託先事業者 

     ネットワンシステムズ株式会社 

   （イ）スケジュール（予定） 

令和３年２月      全中学校の通信ネットワーク環境整備作業完了 

令和３年３月      全小学校の通信ネットワーク環境整備作業完了 

令和３年４月      新たな校内通信ネットワークの本格運用開始 

②校内通信ネットワーク及びタブレット型端末の運用支援（１５０，３４１千円） 

    校内通信ネットワーク及びタブレット型端末に対する各種問い合わせや、ネット

ワーク機器の保守等の運用支援を一括して管理するサービスデスクを設置する。事

業者はプロポーザル方式により選定する。 



   

（ア）スケジュール（予定） 

      令和３年４月 運用支援開始  

（３）教育用クラウド基盤へのデータ移行（１３，２００千円） 

     各学校のサーバや教育センターのサーバで分散管理しているデータを、教育用ク

ラウド基盤に集約するため、データの移行作業を行う。 

 

３ 学習支援アプリの整備 

  公募により令和３年度に使用する学習支援アプリ製品を選定した。引き続き契約事業

者の選定を行う。 

（１）双方向型学習支援アプリ 

株式会社ＬｏｉＬｏ ロイロノート・スクール 

（２）ドリル系学習支援アプリ 

株式会社ＣＯＭＰＡＳＳ Ｑｕｂｅｎａ 

（３）スケジュール（予定） 

  令和３年２月  契約事業者の選定 

  令和３年４月～ 学校、家庭での使用開始 

 

４ 教員支援・人材育成の推進 

（１）教員の指導力向上 

  令和３年２月～ 令和３年度に使用するアプリの操作基礎研修 

      ３月  中長期の人材育成計画の策定 

      ４月～ 教員のＩＣＴスキル向上研修の実施 

（２）教員への支援 

① ＩＣＴ支援員の配置拡充（６名→１２名）（６１，１４９千円） 

（３）区内・校内の推進体制の整備 

  ① ＩＣＴインフルエンサーの選任 

    ＩＣＴを活用した授業の実践に先進的に取り組み、研究会等を通じて成果を発信 

するＩＣＴインフルエンサーを教員の中から２０名程度選任する。 

② ＩＣＴ推進モデル校による取組み 

③ 各校の推進体制の整備 

ＩＣＴ推進チーム（５名程度）を各校に設置し、学校におけるＩＣＴ活用を推進

する。 

（４）ＩＣＴの更なる有効活用の研究 

①ＩＣＴアドバイザーの活用（２００千円） 

     区内全体のＩＣＴ活用の推進体制や教員のＩＣＴスキル向上などについて、学識 

経験者からの支援を受ける。 

②ＩＣＴ教材の研究、ＩＣＴ活用事例や教材等のデータベース化 

 電子書籍・電子教材・アプリなど学校教育で活用しうるＩＣＴ教材や他自治体の 

先進事例などの研究・情報収集を行い、その成果をデータベース化し、教員に情報 

発信を行う。 

 

 



ＩＣＴを活用した新たな学び

新たな学びの実現（教育の質の転換）

・タブレット型情報端末の配備

【配備台数】計 52,004台

児童・生徒用 【令和2年補正予算】

43,037台 2,151,850千円

教員用端末 【令和2年補正、３年当初予算】

1,700台 27,460千円

既存端末更新及び児童・生徒増対応

【令和３年当初予算】

7,267台 100,285千円

・校内通信ネットワークの整備

【令和2年補正予算】

627,468千円

・タブレット端末及び校内通信ネットワークの

運用支援 【令和２年補正対応予定】

150,341千円

・教育用クラウド基盤へのデータ移行

【令和３年当初予算】

13,200千円

など

・双方向型学習支援アプリ、ドリル系アプリ

の導入

【令和2年補正予算】

１６２，６５３千円

・動画配信系ソフトウェアの導入

【令和2年補正予算】

６，７３２千円
など

・ＩＣＴアドバイザーの活用【令和３年当初予算】

200千円

・ＩＣＴ支援員の配置 【令和３年当初予算】

61,149千円

など

１人１台のタブレット型情報端末

の配備

利用環境整備

データ活用

双方向型のやりとり

学習の個別最適化

教員の指導力向上

ＩＣＴのさらなる有効活用の研究

別紙

人材

ハード ソフト

一体的に整備

教員への支援


